
星野つよしプロフィール             昭和 63 年 日本大学法学部新聞学科卒 

昭和 38 年 8 月 8 日生まれ            昭和 63 年 産経新聞社入社政治部記者 

昭和 54 年 藤沢市立長後中学校卒        平成 7 年～平成 19 年 神奈川県議会議員 3 期 

昭和 57 年 神奈川県立鶴嶺高等学校卒      令和 3 年  第 49 回衆議院総選挙 4 期連続当選 

昭和 62 年 NY エルマイラ大学国際関係学科卒   令和 4 年  内閣府副大臣就任 

    各種 SNS は 

こちらより 

アクセス！ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

藤沢・寒川地域をみると、三年前の台風19号

による城山ダムの緊急放流は記憶に新しく、一

歩誤れば相模川流域で大規模な護岸決壊を招

き、広範囲で浸水被害が起きる可能性がありま

した。また、藤沢には6つの重要河川があり、寒

川には相模川が流れていて、他地域と比べて河

川の多い地域であり、防災対策の中で治水対策

が最も必要な対策と考えています。 

 自民党では東日本大震災を契機に、強くしな

やかな国土の建設を目標に「国土強靱化推進

本部」を設置し、各地の河川氾濫を防ぐ事業を

行い、徐々に効果を発揮しているものの、それ

を上回る災害が発生しているのが現状です。 

治水対策には、正確な予測が必要です。その

ためには、想定する時間降水量の見直しを行う

など課題は山積しています。私はあらゆる災害

に強い国づくりを進め、国民の命と財産を守り抜

く、そのような思いで活動して参ります。 

皆様のご意見をお寄せ下さい。 

他人事ではない治水対策！ 

8月12日、第二次岸田改造内閣において内閣府

副大臣（防災・経済安全保障担当）を拝命しました。

内閣府の特命担当は、総理が強力なリーダーシッ

プを発揮できるよう重要政策を補佐する機関です。 

私の担当分野は防災・経済安全保障のほか、知

的財産・海洋・科学技術・宇宙政策にまで及び、国

民の命と財産を守り、未来の成長につなげる分野

を担当します。 

今月号では、担当する防災の中で、特に治水対

策についてお伝えします。 

最近は、各地で猛烈な豪雨による災害が頻発し

ており、直近では新潟などで記録的豪雨により甚大

な被害をもたらしました。地球温暖化による気候変

動の影響は大きく、今後も異常気象は続くとみられ

ており、治水対策の見直しや国土の強靭化は喫緊

の課題です。 (↗) 

防
災
特
集
！ 

8 月 12 日 内閣府副大臣に就任！ 

防災・経済安全保障担当 

衆議院議員 星野つよし 



自由民主党 党員募集！！ 

年会費：一般会員 4,000円 家族党員 2,000円  1年毎に更新 

ご興味がある方は、自由民主党第 12選挙区支部までお電話いただくか、 

右記 URLの星野つよし公式 HP「党員募集」ページよりお問い合わせください。 

 

◎高市早苗大臣担当分 

①経済安全保障担当：経済安全保障推進法に関 

する事務、 

重要土地等調査法に関す 

る事務、 

遺棄化学兵器処理、 

健康・医療戦略、 

健康・医療戦略推進本部 

②宇宙政策担当：宇宙開発戦略推進、 

宇宙開発戦略本部、 

宇宙政策委員会 

③知的財産戦略担当：知的財産戦略推進、 

知的財産戦略本部 

④科学技術政策担当：科学技術・イノベーション、 

総合科学技術・イノベーシ 

ョン会議、 

原子力委員会、 

原子力発電施設等立地 

地域振興、 

日本医療研究開発機構 

 

内閣府副大臣は、どんな仕事をするのか！ 

今回、私一人で 2 人の大臣の補佐役として副大臣をしています。仕事内容については以下の通りです。

特に防災担当は、大臣、副大臣、政務官のいずれかが、災害が起きた際、10分以内に首相官邸に 
行かねばならず、365日、24時間体制で対応し、交代で当番を行っています。 

 

 

 


